
港湾事業の再評価項目調書

事業名（箇所名） 防波堤整備事業（鳥取港 千代地区）

実 施 箇 所 鳥取県鳥取市

該 当 基 準 再評価実施後一定期間（3年間）を経過している事業

主 な 事 業 の 諸 元 防波堤（第１）、防波堤（第２）、防波堤（第３）、防波堤（第５）、岸壁 (-10
m)、岸壁(-7.5m)、岸壁(-5.0m)、岸壁(-4.5m)、泊地(-10m)、泊地（-7.5m）
臨港道路、上屋 荷役機械、ふ頭用地

事 業 期 間 事業採択 昭和52年度 完了 平成27年度

総 事 業 費 ( 億 円 ) 383 残 事 業 費 ( 億 円 ) 7

目 的 ・ 必 要 性 年間を通じた荷役作業の効率化・安全性の向上及び本港沖合を航行する貨物船
の避難に必要な水域を確保するため、本事業を実施する。

便 益 の 主 な 根 拠 輸送コスト削減（平成28年予測取扱貨物量：5１.4万ﾄﾝ/年）
海難事故等による損失の回避

事 業 全 体 の 基準年度 平成2５年度

投 資 効 率 性 B：総便益 1,537 Ｃ：総費用 1,101 全体Ｂ／Ｃ 1.4
(億円) (億円)

B－Ｃ 436 EIRR(%) 5.9

残事業の投資効率性 B：総便益 13 Ｃ：総費用 6 継続Ｂ／Ｃ 2.3
(億円) (億円)

感 度 分 析 事業全体のＢ／Ｃ 残事業のＢ／Ｃ
需 要（-10％～+10％） （1.3～1.5） （2.0～2.5）
建 設 費（+10％～-10％） （1.4～1.4） （2.1～2.5）
建設期間（+10％～-10％） （1.4～1.4） （2.3～2.3）

事 業 の 効 果 等 当該事業を実施することにより、避難水域を確保することで、海難事故による損
失の回避に資することができる。また、年間を通じて安全かつ効率的な鳥取港の
利用が可能になることで、輸送コストの削減が図られる。

社会情勢等の変化 ・平成25年3月、中国横断自動車道姫路鳥取線が全線開通し、関西圏との移動
所要時間が短縮され、物流や観光面での活性化が見込まれる。

・平成24年8月、鳥取港に初の外国客船（クラブ・ハーモニー）が入港するな
ど、クルーズ船の入港が活発化。

主な事業の進捗状況 総事業費383億円、既投資額376億円。平成25年度末現在 事業進捗率98％

事業の進捗の見込み 平成27年度完了予定

コスト縮減や代替案 ・ケーソンの中詰材料に高比重のスラグ材を活用すると共に安定上有効な上部斜
立 案 等 の 可 能 性 面堤を採用することにより堤体幅が縮小され約16％（約15億円）のコスト縮減

が図られる。

対応方針（原案） 継続

対 応 方 針 理 由 事業の投資効果が見込まれると判断できるため。

そ の 他 （その他の指標による評価）
・船舶の入出港の安全性向上
・荷役作業の安全性向上
・港内施設等の防護
・環境への負荷軽減
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２
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概

要
①
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備

事
業
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岸
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岸
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湾
に

指
定

昭
和

5
1
年

：
鳥

取
港

港
湾

計
画

策
定

昭
和

5
2
年

：
防

波
堤

(第
1
)着

工
昭

和
6
1
年

：
鳥

取
港

一
部

供
用

開
始

平
成

3
年

：
防

波
堤

(第
1
)完

成
防

波
堤

(第
1
)改

良
着

手
平

成
9
年

：
港

湾
計

画
改

訂
平

成
1
1
年

：
防

波
堤

(第
1
)(

西
)着

手
平

成
1
6
年

：
鳥

取
港

が
「
み

な
と

オ
ア

シ
ス

」
第

１
号

登
録

平
成

2
1
年

：
防

波
堤

(第
1
)改

良
完

成

・
鳥

取
港

は
「
賀

露
の

港
」
と

し
て

古
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湾
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と
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２
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６
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２
）
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良
）
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円

防
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第

３
）

１
７
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円
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（
第

３
）
（
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）
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１
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円
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億
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）
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波
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第

５
）

７
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円

岸
壁

（
-
1
0
m

）
９

億
円

岸
壁

（
-
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）
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億
円

岸
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（
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.0

m
）
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岸
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３
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４
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６
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２
)
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)
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５
.事

業
概
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事
業

箇
所

）
鳥
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港

千
代

地
区

防
波

堤
整

備
事

業

総
事

業
費

：
３

８
３

億
円
(既

投
資

額
：
３

７
６

億
円
)

整
備

期
間

：
昭

和
５

２
年

度
～

平
成

２
７

年
度

（
進

捗
率

９
８

％
）

※
本

事
業

の
構

成
施

設
は

､防
波

堤
と

と
も

に
整

備
さ

れ
て

い
る

岸
壁

､泊
地

､ふ
頭

用
地

等
も

評
価

関
連

施
設

と
し

て
考

慮
し

て
い

る
。

カ
ッ

コ
内

は
残

事
業

費

※
残

事
業

は
、

防
波

堤
（
第

１
）
(西

）
の

消
波

工
、
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成
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部

工
及

び
防

波
堤

（
第

３
）
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撤
去

済
仮
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ケ

ー
ソ

ン
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流
用

据
え

付
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６
.事

業
効

果
（

便
益

対
象

貨
物

量
）

鳥
取

港
千

代
地

区
防

波
堤

整
備

事
業

◆
鳥

取
港

の
取

扱
貨

物
の

う
ち

、
防

波
堤

事
業

に
関

す
る

便
益

対
象

貨
物

は
、

取
扱

実
績

及
び

企
業

ヒ
ア

リ
ン

グ
よ

り
、

事
業

完
了

後
（
平

成
2
8
年

）
の

貨
物

量
と

し
て

5
1
4
千

ト
ン

/
年

を
見

込
ん

で
い

る
。

実
績

見
通

し
H

2
4

H
2
8

砂
利

・
砂

3
76

3
6
1

取
扱

貨
物

量
実

績
の

動
向

及
び

企
業

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
り

設
定

石
材

2
6

2
0

取
扱

貨
物

量
実

績
の

動
向

に
よ

り
設

定

石
灰

石
8
7

5
1

取
扱

貨
物

量
実

績
の

動
向

及
び

企
業

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
り

設
定

セ
メ

ン
ト

5
2

4
1

取
扱

貨
物

量
実

績
の

動
向

に
よ

り
設

定

重
油

2
9

2
7

取
扱

貨
物

量
実

績
の

動
向

及
び

企
業

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
り

設
定

化
学

薬
品

1
4

1
4

取
扱

貨
物

量
実

績
の

動
向

及
び

企
業

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
り

設
定

合
　

計
5
8
3

5
1
4

品
　

種
貨

物
量

(千
ﾄﾝ

)
設

定
の

考
え

方
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６
.事

業
効

果
①

（
陸

上
輸

送
コ

ス
ト

の
削

減
）

鳥
取

港
千

代
地

区
防

波
堤

整
備

事
業

○
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
よ

り
鳥

取
港

の
岸

壁
が

使
用

可
能

と
な

り
、

陸
上

輸
送

コ
ス

ト
を

削
減

で
き

る
。

鳥
取

港
境

港

■
鳥

取
港

評
価

対
象

岸
壁

将
来

推
計

取
扱

貨
物

量
H

2
8
推

計
貨

物
量

：
5
1
4
千

ト
ン

■
陸

上
輸

送
費

用
の

削
減

額

１
９

．
０

億
円

／
年

国
内

外
諸

港

荷
主

W
it
h
o
u
t時

：
境

港
～

荷
主

陸
上

輸
送

距
離

（
往

復
）
：
2
1
1
km

W
it
h
時

：
鳥

取
港

～
荷

主
陸

上
輸

送
距

離
（
往

復
）
：
1
4
km

岡
山

県

鳥
取

県

※
荷

主
が

鳥
取

市
内

の
場

合

11



６
.事

業
効

果
②

（
海

難
事

故
等

に
よ

る
損

失
の

回
避

）
鳥

取
港

千
代

地
区

防
波

堤
整

備
事

業

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
よ

り
避

難
泊

地
が

確
保

で
き

、
海

難
事

故
等

に
よ

る
損

失
を

回
避

で
き

る
。

1
0
0
0
G

T
～

3
0
0
0
G

T
船

舶
1
隻

避
泊

可
能

防
波

堤
(第

１
) 
7
0
0
m

防
波

堤
(第

１
)(

西
) 

３
0
0
m

防
波

堤
(第

３
)撤

去
1
3
0
m

・
避

難
船

舶
（
10
00
G
T～

30
00
G
T級

）
1隻

分
の

避
難

水
域

を
確

保
・
年

間
荒

天
回

数
：
１

３
．

７
回

（
日

本
海

海
域

）
・
年

間
１

３
．

７
回

分
の

海
難

損
失

を
回

避
↓

・
発

生
確

率
を

考
慮

し
た

１
船

あ
た

り
の

損
失

額
２

．
４

７
億

円
／

回
↓

・
避

難
水

域
確

保
に

よ
る

海
難

事
故

等
に

よ
る

損
失

回
避

額

３
３

．
９

億
円

／
年

（
2.
47

億
円

×
13
.7

回
）

12



６
.事

業
効

果
（

そ
の

他
の

効
果

）
鳥

取
港

千
代

地
区

防
波

堤
整

備
事

業

船
舶

の
入

出
港

の
安

全
性

向
上

・
新

た
な

航
路

（
西

浜
航

路
）
の

開
設

に
よ

り
、

中
小

船
舶

の
安

全
な

入
出

港
が

確
保

さ
れ

る
。

・
港

内
静

穏
度

確
保

に
よ

り
、

荷
役

作
業

の
安

全
性

向
上

が
図

ら
れ

る
。

荷
役

作
業

の
安

全
性

向
上

港
内

施
設

等
の

防
護

・
高

波
浪

な
ど

の
影

響
を

低
減

す
る

こ
と

で
、

港
内

施
設

・
背

後
地

が
防

護
さ

れ
る

。

・
貨

物
の

輸
送

距
離

短
縮

に
よ

り
化

石
燃

料
の

節
約

及
び

排
気

ガ
ス

の
低

減
が

図
ら

れ
る

。

環
境

へ
の

負
荷

軽
減

９
３

％
削

減

(ﾄ
ﾝ
-
C

／
年

)

(ﾄ
ﾝ
／

年
)

４
６

１
，

８
０

７

３

９
３

％
削

減

１
３

０

N
O

X
排

出
量

C
O

2
排

出
量

W
it
h
時

W
it
h
o
u
t時

代
替

港
（
境

港
）

鳥
取

港
荷

主

13



○
事

業
コ

ス
ト

の
縮

減
（
防

波
堤

第
1
（
西

）
）

2
8
.9

m
1
7
.3

m

ケ ー ソ ン

ケ ー ソ ン

中 詰 材

中 詰 材

中 詰 材

海
砂

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
断

面
の

縮
小

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

断
面

の
一

例

：
施

工
時

：
完

成
時

７
.コ

ス
ト

縮
減

等
の

方
策

鳥
取

港
千

代
地

区
防

波
堤

整
備

事
業

①
中

詰
材

料
に

高
比

重
の

ス
ラ

グ
材

の
活

用
通

常
：
砂

（
γ=
2.
0）

→
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

（
γ=
2.
1）

②
安

定
上

有
効

な
上

部
斜

面
堤

（
暫

定
）
を

採
用

に
よ

り
、

堤
体

幅
縮

減
等

が
図

ら
れ

コ
ス

ト
縮

減
に

寄
与

約
1
5
億

円
（
防

波
堤

（
第

1
）
（
西

）
全

体
事

業
費

の
約

1
6
％

）
の

コ
ス

ト
縮

減

14



８
.投

資
効

果
鳥

取
港

千
代

地
区

防
波

堤
整

備
事

業

全
体
事
業

残
事
業

総
便
益
（
Ｂ
）

1,
53
7億

円
13
億
円

陸
上
輸
送
コス
ト削

減
便
益

85
7億

円
－

海
難
事
故
等
の
損
失
回
避
便
益

67
2億

円
13
億
円

残
存
価
値

7億
円

－
総
費
⽤
（
Ｃ
）

1,
10
1億

円
6億

円
事
業
費

1,
03
6億

円
6億

円
管
理
運
営
費

65
億
円

－
費
⽤
便
益
⽐
（
Ｂ
／
Ｃ
）

1.
4

2.
3

○
費

用
対

効
果

分
析

結
果

○
感

度
分

析
結

果
（
Ｂ

／
Ｃ

に
よ

る
分

析
）

費
用

対
効

果
分

析
の

結
果

、
純

現
在

価
値

（
Ｂ

－
Ｃ

）
が

4
3
6
億

円
、

費
用

便
益

比
（
Ｂ

／
Ｃ

）
が

1
.4

と
な

り
、

投
資

効
果

が
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

※
端

数
処

理
の

た
め

、
各

項
目

の
金

額
の

和
は

、
必

ず
し

も
合

計
と

は
な

ら
な

い
。

※
本

表
中

の
額

は
、

平
成

2
5
年

度
を

基
準

年
と

し
て

現
在

価
値

化
し

た
後

の
も

の
で

あ
る

。

要
因

事
業
全
体

残
事
業

－
10
％

＋
10
％

－
10
％

＋
10
％

需
要
量

1.
3

1.
5

2.
0

2.
5

事
業
費

1.
4

1.
4

2.
5

2.
1

事
業
期
間

1.
4

1.
4

2.
3

2.
3

防
波

堤
事

業
期

間
防

波
堤

完
成

後
の

評
価

期
間

(5
0
年

)

評
価

関
連

施
設

の
評

価
期

間
(5

0
年

)
評

価
関

連
施

設
事

業
期

間

便益（B) 費用（C)

再
評

価
時

（
Ｈ

2
5
）

15



９
.今

後
の

方
針

鳥
取

港
千

代
地

区
防

波
堤

整
備

事
業

２
）
事

業
の

投
資

効
果

３
）
事

業
の

進
捗

状
況

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

③
コ
ス
ト
縮

減
や

代
替

案
立

案
等

の
可

能
性

【
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）
】

◇
H
2
5
年

3
月

、
中

国
横

断
自

動
車

道
姫

路
鳥

取
線

が
全

線
開

通
し
、
関

西
圏

と
の

移
動

所
要

時
間

が
短

縮
さ
れ

、
物

流
や

観
光

面
で
の

活
性

化
が

見
込

ま
れ

る
。

◇
H
2
4
年

8
月

、
鳥

取
港

に
初

の
外

国
客

船
（
ク
ラ
ブ
・
ハ

ー
モ
ニ
ー
）
が

入
港

す
る
な
ど
、
ク
ル

ー
ズ
船

の
入

港
が

活
発

化
。

費
用

便
益

費
（
Ｂ
／

Ｃ
）

＝
１
．
４
（
事

業
全

体
）

２
．
３
（
残

事
業

）

◇
総

事
業

費
：
３
８
３
億
円

（
既
投
資
額
：
３
７
６
億

円
）

◇
残

事
業

費
：

７
億
円

◇
事
業
進
捗
率

：
９
８
％

（
平
成
２
５
年

度
末

）

◇
平
成
２
７
年
度
完
了
予
定
。

ケ
ー
ソ
ン
の

中
詰

材
料

に
高

比
重

の
ス
ラ
グ
材

を
活

用
す
る
と
共

に
安

定
上

有
効

な
上

部
斜

面
堤

（
暫

定
）
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
り
堤

体
幅

が
縮

小
さ
れ

約
１
６
％

（
約

１
５

億
円

）
の

コ
ス
ト
縮

減
が

図
ら
れ

る
。

上
記
①
、
②
の
各
視
点
に
よ
り
、
事
業
の
投
資
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、
継

続
が

妥
当

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点
１
）
事

業
を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

１
．
再

評
価

の
視

点

２
．
港

湾
管

理
者

へ
の

意
見

照
会

結
果

◇
対

応
方

針
（
原

案
）
に
つ
い
て
は

異
存

あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
下

記
の

理
由

か
ら
引

き
続

き
早

期
完

成
に
向

け
一

層
の

御
尽

力
を
お
願

い
し
ま
す
と
と
も
に
事

業
の

執
行

に
際
し
て
は

、
で
き
る
限
り
経
費
の
縮
減
を
図

ら
れ

る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

鳥
取
港
の
港
口
付
近
は
一
級
河
川
千
代

川
の

河
口

に
隣

接
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
日

本
海

の
波

浪
と
河

川
流

水
に
よ
っ
て
発
生

す
る
波

に
よ
り
、
中
小
船
舶
入
出

港
の

航
行

に
支

障
を
来

し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
河

口
と
は

反
対

側
か

ら
の

出
入

り
を
可

能
と
す
る
西

浜
航

路
の

早
期

整
備

が
望

ま
れ

ま
す
。
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１
０

.前
回

評
価

時
と

の
比

較
鳥

取
港

千
代

地
区

防
波

堤
整

備
事

業

事
項

前
回
評
価

今
回
評
価

備
考

（
H2
2再

評
価
）

（
H2
5再

評
価
）

（
要
因
等
）

事
業
諸
元

防
波
堤
（
第
１
）
、（

第
２
）

（
第
３
）
、（

第
５
）

岸
壁

(-
10
m
)、
(-
7.
5m
)

(-
5.
0m
)、
(-
4.
5m
)

泊
地

(-
10
m
)、
（
-7
.5
m
）

臨
港
道
路
、上

屋
荷
役
機
械
、ふ
頭
⽤
地

防
波
堤
（
第
１
）
、（

第
２
）

（
第
３
）
、（

第
５
）

岸
壁

(-
10
m
)、
(-
7.
5m
)

(-
5.
0m
)、
(-
4.
5m
)

泊
地

(-
10
m
)、
（
-7
.5
m
）

臨
港
道
路
、上

屋
荷
役
機
械
、ふ
頭
⽤
地

事
業
期
間

S5
2〜

H2
5

S5
2〜

H2
7

予
算
上
の
制
約
に
伴
う整

備
ス
ケ
ジ
ュー

ル
の
⾒
直
しの
た
め

総
事
業
費

38
5億

円
38
3億

円

総
費
⽤
（
Ｃ
）

1,
02
0億

円
1,
10
1億

円
評
価
基
準
年
の
変
更
の
た
め

総
便
益
（
Ｂ
）

1,
20
1億

円
1,
53
7億

円
マ
ニュ
ア
ル
の
改
訂
に
よ
る
原
単
位
の
変
更

及
び
評
価
基
準
年
の
変
更
の
た
め

費
⽤
便
益
⽐
（
B／

C）
1.
2

1.
４

総
費
⽤
及
び
総
便
益
⾒
直
しの
た
め

17



【
参
考
】

避
泊
原
単
位
の
新
旧
比
較

（
日

本
海

・
1
0
0
0
～

3
0
0
0
G
T
）

解
説

書
2
0
0
4

解
説

書
2
0
1
1

備
考

（
変

更
時

の
考

え
方

）

①
年

間
荒

天
回

数
1
1
.1

回
/
年

1
3
.7

回
/
年

波
浪

観
測

デ
ー

タ
(
5
ヶ

年
分

)
を

更
新

し
た

と
こ

ろ
、

年
間

荒
天

回
数

が
上

昇
（
海

難
が

発
生

す
る

可
能

性
の

あ
る

波
高

1
.7

5
ｍ

）

②
損

傷
区

分
別

発
生

比
率

全
損

1
.1

%
2
.2

%

船
舶

運
航

者
へ

の
海

難
実

績
調

査
に

よ
り

全
損

、
重

大
損

傷
比

率
が

上
昇

重
大

損
傷

5
.9

%
9
.1

%

軽
微

損
傷

3
1
.6

%
3
5
.1

%

損
傷

無
し

6
1
.4

%
5
3
.6

%

③
期

待
損

失
額

原
単

位

全
損

1
,2

5
4
,6

9
5
千

円
/
隻

1
,8

2
6
,2

0
6
千

円
/
隻

以
下

6
項

目
に

つ
い

て
推

計
さ

れ
て

い
る

・
船

舶
損

傷
に

伴
う

損
失

額
・
船

舶
修

繕
期

間
中

の
損

失
額

・
人

的
損

失
額

（
死

亡
・
負

傷
）

・
積

み
荷

損
失

額
・
事

故
船

処
理

に
伴

う
損

失
額

・
流

出
油

に
よ

る
海

洋
環

境
汚

染
に

伴
う

損
失

額

船
舶

の
新

造
船

価
、

チ
ャ

ー
タ

ー
料

、
積

載
貨

物
単

価
、

死
亡

損
失

額
等

が
総

じ
て

上
昇

し
て

い
る

た
め

、
原

単
位

が
上

昇

重
大

損
傷

8
6
1
,0

2
1
千

円
/
隻

1
,1

6
8
,4

4
6
千

円
/
隻

軽
微

損
傷

2
2
0
,5

6
4
千

円
/
隻

2
8
6
,5

7
0
千

円
/
隻

④
1
隻

あ
た

り
損

失
期

待
額

1
3
4
,3

0
0
千

円
/
隻

2
4
7
,0

9
1
千

円
/
隻

Σ
（
②

×
③

）

鳥
取

港
千
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鳥取港千代地区防波堤整備事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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参考資料１

事業名
（箇所名）

防波堤整備事業（鳥取港千代地区）
担当課 本省港湾局計画課 事業

主体
中国地方整備局

担当課長名 菊地　身智雄

実施箇所 鳥取県鳥取市

該当基準 再評価実施後一定期間（3年間）を経過している事業

主な事業の諸
元

防波堤（第１）、（第２）、（第３）、（第５）、岸壁 (-10m)、(-7.5m)、(-5.0m)、(-4.5m)、泊地(-10m)、（-7.5m） 臨港道路、上屋、荷役機械、ふ頭用地

目的・必要性

＜解決すべき課題・背景＞
・年間を通じた荷役作業の効率化・安全性の向上のため港内静穏度の確保が求められている。
・本港沖合を航行する貨物船の避難に必要な水域が不足している。

＜達成すべき目標＞
防波堤を整備することにより、所要の港内静穏度を確保することで、避泊水域の確保とともに輸送効率化を図る。
①貨物輸送の効率化
②避難水域の確保

＜政策体系上の位置付け＞
・政策目標：国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化。
・施策目標：海上物流基盤の強化等総合的な物流体系整備の推進、みなとの振興、安定的な国際海上輸送の確保を推進する。

事業期間 事業採択 昭和52年度 完了 平成27年度

総事業費（億
円）

383 残事業費（億円） 7

5.9

便益の主な根
拠

輸送コストの削減（平成28年予測取扱貨物量：51.4万トン／年）
海難事故等による損失の回避

事業全体の投
資効率性

基準年度 平成25年度

B:総便益
(億円)

1,537 C:総費用(億円) 1,101 全体B/C 1.4 B-C 436
EIRR
（％）

2.3

感度分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業全体のB/C　　　　　　　残事業のB/C
需　　　要　（－10％ ～ ＋10％）　　　　　　 1.3～1.5　　　　　　　　　　　　2.0～2.5
建 設 費　（＋10％ ～ －10％）　　 　　　　 1.4～1.4 　　　　　　　　　　　 2.1～2.5
建設期間　（＋10％ ～ －10％）　  　　　　 1.4～1.4 　　　　　　　　　　　 2.3～2.3

事業の効果等

当該事業を実施することにより、
①港湾物流の円滑化に対応し、輸送コストの削減が図られる。
②避難水域を確保することで、海難事故による損失の回避に資することができる。

＜貨幣換算が困難な効果＞
・船舶の入出港の安全性向上
・荷役作業の安全性の向上
・港内施設等の防護
・環境への負荷軽減

残事業の投資
効率性

B:総便益
(億円)

13 C:総費用(億円) 6 継続B/C

社会経済情勢
等の変化

・平成25年3月、中国横断自動車道姫路鳥取線が全線開通し、関西圏との移動所要時間が短縮され、物流や観光面での活性化が見込まれる。
・平成24年8月、鳥取港に初の外国客船（クラブ・ハーモニー）が入港するなど、クルーズ船の入港が活発化。

主な事業の進
捗状況

総事業費383億円、既投資額376億円
平成25年度末　事業進捗率98%

主な事業の進
捗の見込み

平成27年度完了予定

その他
＜第三者委員会の意見・反映内容＞

コスト縮減や
代替案立案等
の可能性

ケーソンの中詰材料に高比重のスラグ材を活用すると共に安定上有効な上部斜面堤（暫定）を採用することにより堤体幅が縮小され約16％（約15
億円）のコスト縮減が図られる。

対応方針 継続

対応方針理由 事業の投資効果が見込まれると判断できるため。
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参考資料４－１（陸上輸送コスト）

■砂利・砂（移入）、石材（移入）、 石灰石、セメント、化学薬品

Without時 With時 備考

① 467,000 467,000 企業ヒアリング

② 10 10

③ 46,700 46,700 ①／②

④ 211.4 14.2

⑤ 52,920 15,140

⑥ 2,471,364 707,038 ③×⑤／１０００

⑦ without時－with時

■重油、化学薬品

Without時 With時 備考

① 29,000 29,000 企業ヒアリング

② 10 10

③ 2,900 2,900 ①／②

④ 211.6 15.4

⑤ 52,920 15,140

⑥ 153,468 43,906 ③×⑤／１０００

⑦ without時－with時

■砂利・砂（移出）、石材（移出）

Without時 With時 備考

① 18,000 18,000 企業ヒアリング

② 10 10

③ 1,800 1,800 ①／②

④ 73.0 29.6

⑤ 29,920 17,570

⑥ 53,856 31,626 ③×⑤／１０００

⑦ without時－with時

陸上輸送費用（円/台）

年間陸上輸送費用（千円/年）

109,562

陸上輸送便益(千円/年) 1,764,326

年間取扱貨物量(ﾄﾝ/年)

陸上輸送費用（円/台）

年間陸上輸送費用（千円/年）

陸上輸送便益(千円/年)

項目

トラック１台あたりの積載量（ﾄﾝ）

年間トラック台数（台/年）

陸上輸送距離（往復）（km）

項目

年間取扱貨物量(ﾄﾝ/年)

トラック１台あたりの積載量（ﾄﾝ）

年間トラック台数（台/年）

陸上輸送距離（往復）（km）

22,230

項目

年間取扱貨物量(ﾄﾝ/年)

トラック１台あたりの積載量（ﾄﾝ）

年間トラック台数（台/年）

陸上輸送距離（往復）（km）

陸上輸送費用（円/台）

年間陸上輸送費用（千円/年）

陸上輸送便益(千円/年)
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参考資料４－１（海難減少）

〔海難減少に伴う損失回避便益〕

対象海域：日本海側
期待損失額
（千円／隻）

発生比率
対象水域：日本海

損失額
（千円／隻）

年間荒天
回数(回)

1,000GT～
3,000GT未満

1,000GT～
3,000GT未満

1,000GT～
3,000GT未満

日本海

全損 1,065,760 2.2% 23,447 13.7 321,220
重大損傷 746,030 9.1% 67,889 13.7 930,076
軽微損傷 213,150 35.1% 74,816 13.7 1,024,974

計 2,276,270
全損 335,800 2.2% 7,388 13.7 101,210

重大損傷 220,800 9.1% 20,093 13.7 275,271
軽微損傷 55,200 35.1% 19,375 13.7 265,440

計 641,921
全損 242,550 2.2% 5,336 13.7 73,105

重大損傷 26,950 9.1% 2,452 13.7 33,599
軽微損傷 0 35.1% 0 13.7 0

計 106,704
全損 186 2.2% 4 13.7 56

重大損傷 186 9.1% 17 13.7 232
軽微損傷 0 35.1% 0 13.7 0

計 288
全損 91,080 2.2% 2,004 13.7 27,452

重大損傷 54,650 9.1% 4,973 13.7 68,132
軽微損傷 18,220 35.1% 6,395 13.7 87,615

計 183,199
全損 66,000 2.2% 1,452 13.7 19,892

重大損傷 95,000 9.1% 8,645 13.7 118,437
軽微損傷 0 35.1% 0 13.7 0

計 138,329
全損 24,830 2.2% 546 13.7 7,484

重大損傷 24,830 9.1% 2,260 13.7 30,956
軽微損傷 0 35.1% 0 13.7 0

計 38,440

全損 550,419
重大損傷 1,456,703
軽微損傷 1,378,029

計 3,385,151

人的損失額(死亡)

項目 損傷区分
年間損失額
（千円／隻）

船舶損傷に伴う損害額

船舶修繕期間中の損失
額

人的損失額(負傷)

積荷損失額

事故船処理に伴う損失額

流出油による海洋環境
汚染に伴う損失額

１隻の
年間損失額
（千円）
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参考資料４－２

〔残存価値〕

本プロジェクトにおいて残存価値を計上できる防波堤の残存価値を計上する。

供用期間の終了とともに、20.4億円の残存価値が発生する。

With時 Without時

17.6

1.6

1.2

20.4

プロジェクトの供用期間の終了とともに、その時点で残っている資産を残存価値とし
て精算されると仮定する。

《上屋》

残存価値（億円）

残存価値（億円）

項目

《ふ頭用地》

合計

《荷役機械》

残存価値（億円）
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　　　　　　　　　　 参考資料５

鳥取港千代地区防波堤整備事業 【再評価】

（１）事業費
全体事業費

（億円）
残事業費
（億円）

直轄事業 250.9 4.6
工事費 215.9 4.1

防波堤（第１） 149.2
基礎工 700 m 52.2
本体工 700 m 35.1
上部工 700 m 13.9
消波工 700 m 48.0

防波堤（第１）（西） 66.7 4.1
基礎工 300 m 26.4 1.2
本体工 300 m 20.6
上部工 300 m 7.3 0.6
消波工 300 m 12.3 2.3

用地及び補償費 1 式 0.2
間接経費 1 式 34.8 0.5

補助事業 121.0 2.0
防波堤（第２） 470 m 42.3
防波堤（第３） 411 m 27.3 2.0
防波堤（第５） 110 m 7.5
岸壁(-10m) 185 m 8.5
岸壁(-7.5m) 390 m 10.9
岸壁(-5m) 70 m 0.5
岸壁(-4.5m) 60 m 0.5
泊地(-10m) 446,200 m3 13.3
泊地(-7.5m) 76,940 m3 4.1
臨港道路 3,725 m 6.2

起債事業 11.2
ふ頭用地 2 ha 4.5
上屋 1 棟 2.6
荷役機械 1 基 4.1

合計 383.1 6.6

（２）管理運営費
全体事業費
（億円／年）

管理運営費 1 式 1.1

※港湾管理者ヒアリングより

項目 数量

項目 数量
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鳥取港千代地区防波堤整備事業

〔鳥取県への意見照会と回答〕
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